
有機化学 H 中 間試験 解 答例
20077.4  申

学科        学 籍巻号         氏 名

*「 主な生成物J「主たる生成物」は、こ として生成す る化合物を指す。従つて 1つ とは限 らないが、実質的に生成

しない t)のや極微量にしか生成す る可能性のないものは除 くこと9
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問 J 化 合物 Aと NaOCH.CH3の エタノール中での反応について次の (1)― (4)に 答えよ9

(1)反 応の主な生成物を構造式で示せ。

(2)こ の反応は、SNl、SN2、El、E2の うち、 どの反応機構で進行するか記せ。

(3)こ の反応の速度式を書きなさい。ただ し、反応速度を V、反応速度定数を た、十ヒ合物

Aの モル濃度を[A]、NaOCHlCH3の モル濃度 を[NaOEt]として表せ。

(4)化 合物 Aを 005M、 NaOCH2CH3を 020M、 で反応を行なつたとき、反応速度を調i官

す ると、20x1071M.s」1だつた。 このデータから反応速度定数 たを求めよぅ

間 2 次 の (1)― (5)の 化合物について、化合物名を示 したものは構造式を、構造式を示 した そ)のは 1【「乃代C

名を書 きな さい。構造式は立体配置がわかるよ うに表す こと。 ( 1 0点 )

(1)  4-「 luoroheptane        (2) ″ α々ざ1,3,Dibromocyclopentane (3)  (2S、 ゴ尺)2、S Dichlorobutane
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間 3 3ブ ロモベンタンと次の (1)― (5)の 反応剤との反応の主たる生成物 (複数ある場合もある)を 構造式
で示 し、反応機構 (SNl、SN2、Ll、E2)を 記せ。実質的に反応 しないものは 「反応 しない」と記せ。 (20点 )
( 1 ) D M F 中 で N a I 、( 2 ) C H , O H 中 で K F ( 3 ) 2 プ ロパ ノン中で N a N 、、
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門 4 化 合物 Bは 、ステロィ ド類の部分構造であ り多環アルカンの 1種 である 才均な―デ カ
ア'イ叱合物にエタノール中でNaOCHOCHsを反応させたどこれについて、次の 11)ネ (ど4)
(1'い す型の立体配嘘がわかるように化介物 Bの 構造を書|す.
(2)こ の反応は速やかに進行 し 1種 類めモノブロモ体を与えた,モ ノブロモ体の構

造を記せ。 X■ 宵卿かトパ月%彰棒崎を7

くる 国 擢 チ )

リンの誘導体である。

に答えよ。 (lo点 )

SNl  ヽ S N2、 El、 E2θ)どれかネ せ。

N a O C H 2 C H 3 を作用 させて もほ とん ど硯鞄主ダが等卜と 化合物 B
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問5 次 の (1)― (5)の 反応の反応機構 (電子の移動)を 曲がつた矢印で示 して、主な生成物 (1つ とは限ら

ない)を 記せ。必要なら中間体の構造式も示すこと。実質的に反応 しない場合は 「反応 しないJと 記せ。 (20点 )
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問 6 臭 化 メテル を基質 として置換反応をお こないたい。次の (1)― (3)に 答えよ.|] O  Ⅲ Ⅲ

(1)メ タノール中で、反応剤 としンて KF、 KCl、KIを 用いた場合、反応が最も遅い反にi斉Jとどれか。

(2)反 応剤 として HCO O K、 KO C H 3ヽ KO P hを 用いた場合、メタノール中で反応が最 t,遅い反応剤はどれか。 (参

考のため共役酸の p絶 の値を右の表に示 した)

(3 )反 応斉」として、HCO O Kを 用いた場合の反応について考える。反応溶媒を

メタノールか らジメチル スルホキシ ド (DM S O )に 換 えると反応の速 さは

どうなると予想 されるか答えよ。
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問7 化 合物Dは ミトヨン ドリアに濃縮される特異な性質を有する化合物である。Xは ハロゲン化物イオンを表す。

この化合物 Dを 得るために、化合物 Cか ら合成する方法を考えた。次の (1)― (4)に 答えよぅ (10点 )

(1)こ の反応に必要な求核斉IEを 構造式で示せ。

(2)こ の反応の反応機構は SNl、SN2、El、E2の うちいずれか答えよ。

( 3 )化 合物 Cと 求核斉」Eの 反応について

曲がつた矢印を用いて電子の移動を

示せ。

(4)こ の反応に LiIを添加すると、反応

は速 くなった。その理由を簡潔に述

べよ。(必要な ら中間体の構造式 1)示

すこと) .
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問 8 1  B r o m o - 5  m e t h y l h c x a n eから出発 して、2,2  D i m c t h y l t h i a n cを合成することを計画 した。簡潔な合成方法を反

応式 (複数の反応式)で 示 し、曲がった矢印をつけよ。 (ヒン ト:Na S Hを 用いる)(1 0点 )

2,2-Dimcthyithiane
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